
夜のパーク＆
ア ン ド

ライブラリー
～これからの公園と図書館でできること・やりたいことを考える

講演会 え、天ぷら油で空を飛ぶ！？
サ フ

ＳＡＦＳＡＦについてについて学ぼう
ＳＡＦとは、家庭で使われなくなった食用油等を原料としてつくられる、持続可能な航空燃料のことです。

ＶＲ体験を交えながら楽しく学びませんか。

講 師 日揮ホールディングス株式会社エネルギーイノベーシ
ョンユニットアシスタントマネージャー・植村文香氏

費 用 無料

申込み 11月11日㈬～30日㈪に下記ホームページ（上の二次元コード）で
ほhttps://logoform.jp/form/bUir/1760420

問合せ 清掃リサイクル推進課啓発指導係　☎（５６９２）６６９７定 員 80人（申込順）

会 場 ゆいの森あらかわゆいの森ホール
対 象 区内在住・在勤・在学の方

時 間 午後２時～４時
期 日 12月12日土

会 場 尾久図書館１階みんなのひろば 費 用 無料

申込み・問合せ 尾久図書館　☎（３８００）５８２１

冬 イ ベ ントの

尾久図書館開館５周年記念 アライな虹フェス～映画会とヒューマンライブラリー
期 日 12月13日㈰

▶ 午後１時30分～２時30分……“ＬＧＢＴの授業”をきっかけ
に、葛藤し、行動する高校生の姿を描いた映画「カランコエ
の花」上映（脚本・監督：中川駿、出演：今田美桜ほか）
▶ 午後２時40分～４時20分……当事者を本に見立てて、対話
により理解と共感を深める「ヒューマンライブラリー」

時 間
内 容

定 員 30人（当日の先着順）

共 催
尾久図書館、アライ※な当事者会、荒川区社会福祉協議会
※ アライ（Ally）とは、ＬＧＢＴＱ＋をはじめとするマイノリティを理
解し支援する人のこと。「アライな当事者会」は、さまざまな生きづ
らさに「アライ」を広げる活動をしています

　設計者・佐藤賢志氏（株式会
社類設計室）と尾久在住の建築
家S

セ バ ス チ ャ ン

ebastianG
グ ロ ス

ROSS氏による
トークセッションと、図書館・
宮前公園ツアーを開催します。
　施設を活用して地域の中で何
ができるか一緒に考えてみませ
んか。

期 日 12月６日㈰
時 間 午後４時～７時　
対 象 中学生以上の方
定 員 30人（申込順）

申 込
方 法

11月11日㈬から来館・
電話・荒川区立図書館ホ
ームページで

５周年を祝うちょっと特別なクリスマス会

　区では、認知症のある人やその家族等の生活を支えるための取り組みを進めています。

認知症になっても安心して
暮らせるまちを目指して

申請書等の配布 区役所２階高齢者福祉課、荒川区ホームページ
※見守りシールは各地域包括支援センターでも配布

申込み・問合せ
持参・郵送・荒川区ホームページで、必要書類を、
〒116-8501（住所不要）荒川区役所高齢者福祉課介護
予防事業係　☎（３８０２）４０３４
※見守りシールは各地域包括支援センター窓口でも可

保 険 料 自己負担なし

補償内容 損害賠償責任補償、交通事故による傷害の補償（死亡・
後遺障害のみ）、被害者死亡時の見舞金補償

　認知症の高齢者等が、日常生活内の
故意ではない事故で第三者に対して法
律上の損害賠償責任を負った場合に、
この損害を補償する「荒川区認知症高
齢者等個人賠償責任保険」の申請を受
け付けています。

認知症による事故に備える個人賠償責任保険

対 象

区内在住で荒川区に住民登録
があり、施設に入所または病院に入院しておらず、次の
いずれかに該当する方
▶ 40歳以上で、医師に認知症と診断されている（診断
書の写しが必要）

▶ 65歳以上で、区所定の「自分でできる認知症の気づ
きチェックリスト」の実施結果が20点以上

※ 「自分でできる認知症の気づきチェックリスト」は、荒川区ホ
ームページ等に掲載しています

本人・家族

荒川区 保険会社

登録
申請 補償

保険料支払

　認知症等で見守りが必要な方へ「見守りシール」を無料で交付し
ています。発見者が、対象者の衣服やかばん等に貼られたシールの
二次元コードを読み取ると、個人情報を知らせることなく、家族等
に連絡が届き、早期発見・保護につなげます。
※対象者の家族等は、メールアドレス等の事前登録が必要です

行方不明時に備えての見守りシール

対 象

次のすべてを満たす方
▶ 区内在住の40歳以上で、荒川
区に住民登録がある
▶ 認知症等が原因で、外出中に行
方不明になるおそれがある ▲見守りシール

見
本

暮らし暮らし 安心安心の は から備 え

定 員 30人（当日の先着順）
※午後２時30分から整理券を配布

期 日 12月20日㈰ 時 間 午後３時～３時30分
対 象 ３歳～小学生と保護者

内 容 クリスマスのおはなし会とプレゼント
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発行　荒川区
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５万8000部発行
※５月11日・８月11日・１月11日は休刊です

荒川区メールマガジンの登録は荒川区ホームページから（携帯電話は t-arakawa@sg-p.jpに空メールを送信）

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

荒川区F
フ ェ イ ス ブ ッ ク

acebook https://www.facebook.com/city.arakawa
荒川区L

ラ イ ン

INE公式アカウント 

@arakawakukoho荒川区Ｘ

 荒川区公式I
イ ン ス タ グ ラ ム

nstagram @arakawa.tourism.official

@arakawaku

新聞未購読で、希望する方には、あらかわ区報を自宅に直接届けます。
電話・荒川区ホームページで、広報・シティプロモーション課☎（３８０２）４９５７


